


























































　組織型はDLBCL 12人 , DLBCL/MALT 混合 2
人 , FL 1人であった．緊急手術を要したものは
穿孔および出血症例であった．術式は胃全摘7
例，幽門側胃切除7例（腹腔鏡3例），胃部分切
除1例であった．
　平均手術時間256min（110-410min），平均
出血量446ml（5-1790ml），術後平均在院日数
は25.6日（11-46）で，術後合併症はClavien-
Dindo >grade3は腹腔内膿瘍 /膿胸の1例だった．
前後治療はRituximabを軸に施行されており，
5/15例（不明も含む）でCRを得ており5年生存
率は87%であった．
　悪性リンパ腫の治療の基本は化学療法である
が，適切な外科介入により化学療法継続が可能
となった結果として高い生存率を得る可能性が
示唆された．
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